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太平洋戦争下の国民生活	

☆１総選挙の実施(1942)：(｢２翼賛選挙｣)	３東条内閣	 …１年おくれで実施	

	 	 →政府推薦候補が圧倒的多数(381)当選	 →４翼賛政治会を結成	 議会の無力化	

	 	 ※反対派からも85名当選	 <例>尾崎行雄、斎藤隆夫(民政党	1940.議会で反軍演説→除名)	

弾圧と抵抗	 1942～45．５横浜事件…細川嘉六ら検挙→出版関係者に打撃	 雑誌『改造』『中央公論』廃刊	

	 ※その後も抵抗を続けた人々	 <例>清沢洌
きよし

(ジャーナリスト)、正木ひろし(弁護士：雑誌『近きより』)、	

																											 	 	桐生悠々(新聞記者：雑誌『他山の石』)	

銃後の生活	 生活の困窮…配給量の不足、膨大な戦費負担	 インフレの悪化	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	６食糧管理法(1942～95)…米穀の生産・流通・配給を全面的に政府が統制	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 金属供出(鉄・銅など)、木炭自動車、代用食(サツマイモなど)	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	７国民服の着用	 国防婦人会(出征兵士の見送りや慰問など)	 千人針(お守り)	

本土決戦・一億玉砕へ	 「屠
ほふ

れ米英	我等の 敵
かたき

進め一億	火の玉だ」	 国民義勇隊(1945)の組織	

	 ８赤紙(召集令状)で徴兵	 ☆９学徒出陣	 	 	 (1943～)…文化系学生の10徴兵猶予を停止	 約２０万人	

	 	 →労働力不足→11勤労動員(強制)	 ☆12女子挺身隊	 	 	 (1943～)…１４～２５歳の未婚女性は強制	

	 13学童疎開	 	 	 	 (児童の地方への移動	 14集団疎開・15縁故疎開)、16建物疎開(延焼防止)	

	 	 ☆松代大本営[長野]…地下に建設	 大本営を移転(する予定だった)	 ※多数の朝鮮人の強制労働	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

【正誤問題に挑戦】<1990年本試験、1993年本試験より>	

①学童疎開は，農村の労働力不足を補う目的で，学童を主に農家に疎開させて働かせようというものであった。	

②ソ連の対日参戦に直面したアメリカは，戦争の早期終結をねらって沖縄上陸作戦を実施し，はげしい地上戦を	

展開した。	

２年	 	 	 組	 	 	 番	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 .	



終戦(敗戦)	

	 	 	 	 	 	 	1944.7～45.4	 陸軍出身	 米内光政と連立内閣	 	 	 →軍部と内閣の対立で解散	
	

1945.	2月	18ヤルタ会談	 	 	 …クリミア半島(ソ連)のヤルタ	 戦後処理を協議→19ヤルタ協定	

	 	 	 	 	 	 	20ローズヴェルト(米)・21チャーチル(英)・22スターリン	 	 (ソ連最高指導者)	

	 	 	 	 	 	 	 対独処置と、独降伏後の23ソ連参戦の密約(代償に24千島樺太領有)	

	 	 	 	 	 	 	近衛文麿、天皇に早期講和を上奏(25近衛上奏文)→天皇が却下	

	 	 	 	 3月	26硫黄島(東京都)玉砕	 	 4月	米軍、27沖縄戦開始(～６月)	 ｢鉄の暴風｣	

	 	 	 	 	 	 		 	 	 	 	 	1945.4～8	 海軍出身(二・二六事件で重傷)	 外相	29東郷茂徳
しげのり

	

	 	 	 	 	 30ソ連	 	 を仲介とする和平工作	 ただし最優先は「31国体護持	 	 	 」	

	 	 	 	 	 	 	 		日本に対し、すでに(4/7)中立条約不延長を通告ずみ	 (期限切れは1946年)	

1945.5/8		32ドイツ無条件降伏(ヒトラーは4/30に自殺)	

	 	 	 			6月	 沖縄戦(組織的抵抗)終了…本土決戦の｢捨て石｣	 住民を巻き込む持久戦→被害が拡大	

	 	 	 	 	 	 	 		沖縄県出身者の死者約１２万人以上、うち民間人１０万人以上（諸説あり）	

	 	 	 	 	 	 	 <例>	33鉄血勤皇隊	 	 	 (男子学生)、34ひめゆり隊・白梅隊(女子学生の看護隊)	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	35集団自決	 	 	 (集団自殺)	 	 	 	 ※学童疎開船対馬丸の撃沈(1944)	

	 	 	 	7月	36ポツダム会談	 	 …ベルリン(独)郊外	 対日戦争終結の条件を協議	

	 	 	 	 	 	 	 37トルーマン	 	 (米大統領)、	チャーチル→38アトリー(英首相)、39スターリン(ソ連)	

	 	 	 	 				7/26	40ポツダム宣言…米・英・中の名で発表	 (＋ソ連…参戦後に)	

	 	 	 	 	 	 	 	 連合国による占領、41軍国主義の排除、42日本軍の武装解除、43戦争犯罪人の処罰	

	 	 	 	 	 	 	 	44領土を本州・北海道・四国・九州に限定	 など	 国体については言及なし	

	 	 	 	 	 	 	 →日本政府、これを「黙殺(無視)」すると発表(｢拒絶｣と解釈される)	

	 	 	 	8月6日	 米国、45広島に原爆投下…戦争の早期(ソ連の参戦前)終結をはかる	

	 	 	 	8月8日	46ソ連、日本に宣戦布告(23:00)…中立条約無視	 ※関特演(→近現代３)を理由に	

	 	 	 	8月9日	 ソ連、満州・南樺太へ侵入	…関東軍・満蒙開拓団に甚大な被害	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 →47中国残留孤児・残留婦人問題、捕虜の48シベリア抑留	 (５７万人)	

	 	 	 	 	 	 	 	米国、49長崎に原爆投下	

	 	 	  8月10・14日	 御前会議で、50ポツダム宣言受諾・無条件降伏を決定	
8月15日	 51玉音放送(終戦の詔勅)	 	 17日	内閣総辞職	

	

	 	 	 	 	 	 		 	 		 	 	 	 	 	1945.8～45.10	 皇族で陸軍大将	

9月2日	53降伏文書調印…東京湾上の米戦艦54ミズーリ号	 	

	 	 	 	 [米]	55マッカーサー元帥			 [日]56重光葵
しげみつまもる

(外相)、57梅津義
よし

治郎(軍部)	

		9月5日	ソ連軍の侵攻が止まる	 →58北方領土	 	 	 問題のはじまり	

28鈴木貫太郎	 	 	 	

17小磯国昭	

52東久邇宮
ひがしくにみや

稔彦
なるひこ

	 	 	 	 	 	 	


